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昭
和
5
5
年
第
、
回
臨
時
会
が
、
5
月
1
5
H
か
ら
1
9
日
ま
で

の
五
日
問
の
会
期
で
開
か
れ
た
。

　
初
日
の
本
会
議
で
、
区
長
か
ら
提
案
の
あ
っ
た
工
事
請
負

契
約
十
三
件
と
導
決
処
分
の
承
認
．
件
の
議
案
が
上
程
さ
れ
、

担
当
の
禾
書
貝
会
に
付
託
し
た
。

　
最
終
日
の
本
会
議
で
は
、
委
員
会
審
査
が
終
わ
っ
た
議
案

を
全
員
賛
成
で
可
決
。
ま
た
、
追
加
提
案
の
あ
っ
た
監
査
委

員
の
選
任
に
つ
　
て
も
同
意
し
た
。
そ
の
ほ
か
、
議
．
．
．
．

議
長
の
辞
任
に
伴
う
選
挙
が
行
わ
れ
、
新
し
い
、
山
副
議
長
が

決
ま
っ
た
。
常
任
・
特
別
委
員
会
の
正
副
委
員
．
長
の

改
選
さ
れ
、
そ
れ
に
つ
、
て
の
報
告
が
あ
っ
た
。

　
　
　
　
　
委
貝
会
構
成
等
に
つ
い
て
は
裏
面
に
掲
載

家
族
で
楽
し
め
る
区
民
農
園
、
あ
な
た
も
野
菜
を
作
っ
て
み
ま
せ
ん
か

写
真
”
祖
師
谷
区
民
農
園
に
て
、

署』

第
一
回
臨
時
会
の
議
決
内
容

⑱
議
長
・
副
議
長
の
選
挙

　
議
　
長
　
内
山
　
武
次
（
自
民
）

　
副
議
長
　
大
沢
　
孝
明
（
公
明
）

　
議
長
・
副
議
長
と
も
に
、
咋
年
行
わ
れ
た
選
挙

と
同
様
、
「
指
名
推
選
」
に
よ
り
当
選
。

［
撫
騨
籍
悔
講
糠
難
董

⑪
防
縦
壼
…
線
工
事
の
請
負
契
約

　
費
用
四
億
八
じ
五
D
万
円
、
三
ヵ
年
計
画
で
、

移
動
式
と
固
定
式
の
無
線
網
を
整
備
し
、
災
害
時

に
備
え
る
．
．

㊤
下
水
道
枝
線
工
事
の
請
負
契
約
　
入
件

O
宮
坂
＝
．
丁
目
付
近

　
二
億
四
二

リ
万
円
　
　
工
期
員
56
年
2
月
2
6
日

Ω
宮
坂
一
、
、
丁
目
付
近
そ
の
2

　
几
四
口

り
万
円
　
　
　
工
期
H
56
年
1
月
2
1
日

O
松
原
一
．
一
、
四
丁
目
付
近

　
二
億
κ
五
）
方
円
　
　
工
期
1
1
56
年
2
月
14
日

○松原

一
丁
目
、
大
原
二
丁
目
付
近

　
一
億
圧
四
五
↓
方
円
　
工
期
0
5
6
年
2
月
1
4
日

O
赤
堤
、
丁
目
付
近
そ
の
3

　
二
億
．
一
九
↓
、
↓
万
円
　
工
期
0
5
6
年
2
月
2
6
日

Q
亦
堤
四
r
目
付
近

　
一
億
三

り
9
0
万
円
　
工
期
H
56
年
2
月
1
4
日

O
桜
ヒ
水
一
．
、
．
J
目
、
赤
堤
一
、
、
．
J
目
付
近

　
、
億
四
几
κ
ゆ
万
円
　
工
期
1
1
5
6
年
2
月
2
6
日

O
上
野
毛
一
、
、
1
目
、
玉
川
、
、
J
目
付
近
（
雨
水
）

　
、
億
九
六
E
ゆ
万
円
　
工
期
H
5
6
年
3
月
2
3
日

◎
小
中
学
校
校
舎
・
体
育
館
増
改
築
工
事
の
請

　
負
契
約
　
四
件

Ω
鵠
多
見
小
学
校
　
校
舎
増
築

　
．
億
一
．
、
八
五
ヒ
万
円
　
エ
期
H
56
年
2
月
2
8
日

、
二
階
建
　
、
般
教
室
・
蜜
庭
科
室
・
特
別
教
室
・

視
聴
覚
室
・
資
料
室
・
酉
楽
室
な
ど

O
若
林
中
学
校
　
校
舎
・
体
育
館
増
改
築

　
一
、
億
じ
リ
リ
ー

万
円
　
工
期
1
1
56
年
3
月
5
日

一
、
階
建
　
特
別
活
動
教
室
・
視
聴
覚
室
・
図
爵
室
・

運
動
場
・
ス
テ
ー
ジ
・
ホ
ー
ル
な
ど

0
桜
丘
中
学
校
　
体
育
館
改
築

　
二
億
九
ヒ
ウ
リ
万
円
　
工
期
0
56
年
3
月
2
5
日

四
階
建
　
運
動
場
・
ス
テ
ー
ジ
・
ホ
ー
ル
・
柔
道

場
・
剣
道
場
・
卓
球
場
。
会
議
室
な
ど

○
駒
留
中
学
校
　
体
育
館
改
築

　
二
億
九
．
一
〇
〇
ガ
円
　
工
期
0
56
年
3
月
2
5
口

工
事
概
要
は
、
桜
丘
中
と
ほ
ぽ
同
じ
。

●
専
決
処
分
の
承
認
　
一
件

O
区
税
条
例
の
一
部
改
正

　
地
方
税
法
の
一
部
改
正
に
伴
う
も
の
。
区
民
税

の
非
課
税
範
囲
、
均
等
割
額
、
税
率
な
ど
を
改
め

た
．●

議
員
選
出
監
査
委
員
の
選
任
同
意

　
内
藤
義
雄
委
員
の
辞
任
に
伴
い
、
宮
田
玲
人
議

員
（
自
民
）
の
選
任
に
同
意
。

●
報
告
六
件

Q例月出

納
検
査
報
告
　
．
一
件
（
5
5
年
1
・
2
月

分
）
O
昭
和
54
年
度
定
期
監
査
報
告

O
昭
和
54
年
度
財
政
援
助
団
体
等
監
査
報
告

　
区
が
補
助
金
等
を
出
し
て
い
る
二
卜
二
団
体
に

対
す
る
監
査
の
報
告
。

O要

望
醇
の
提
出
　
、
一
件
（
別
掲
）

う
ち
や
ま
た
け
　
じ

内
山
武
次
議
長

　
馴
歳
　
自
由
民
主
党

上
馬
四
丁
目
2
7
！
U

東
京
都
出
身

．

区
議
四
期

副
議
長
、
文
教
委
員
長
な
ど
歴
任

毎
魔

』
　
令
■
轟

お
お
さ
わ
こ
う
め
い

大
沢
孝
明
副
議
長

　
4
9
歳
　
公
明
党

北
沢
．
、
丁
目
4
0
1
9

長
野
県
出
身

区
議
四
期

区
民
環
境
副
委
具
長
、
監
査
委
員
な
ど
歴
任

｝
臓
　
＝
ま
　
＝
葦

　
原
爆
被
爆
者
援
護
法
制
定
と
非
核
三
原
則
立

法
化
に
関
す
る
要
望
書

　
昭
和
2
0
年
8
月
、
広
島
、
長
崎
に
原
子
爆
弾

が
投
下
さ
れ
て
、
三
十
余
年
が
経
過
し
た
現
在

に
お
い
て
も
、
い
ま
だ
に
被
爆
者
は
、
不
安
定

な
生
活
に
あ
る
。
し
か
も
、
高
齢
化
が
瀧
む
と

と
も
に
、
被
爆
者
の
子
ど
も
に
も
健
康
被
害
が

見
ら
れ
る
な
ど
、
生
活
環
境
は
、
ま
す
ま
す
深

刻
な
状
態
と
な
っ
て
い
る
。

　
被
爆
昔
救
済
に
つ
い
て
は
、
現
在
「
原
子
爆

弾
被
爆
者
の
医
療
に
関
す
る
法
律
」
、
「
原
子
爆

弾
被
爆
者
に
対
す
る
特
別
措
置
に
関
す
る
法
律
」

に
よ
っ
て
、
医
療
給
付
と
手
当
の
支
給
が
措
置

さ
れ
て
い
る
が
、
認
定
制
度
、
支
給
金
額
、
所

得
制
限
な
ど
内
容
的
に
不
十
分
で
あ
り
、
援
護

策
の
抜
本
的
な
拡
充
が
強
く
望
ま
れ
て
い
る
。

　
よ
っ
て
政
府
は
、
被
爆
者
及
び
そ
の
家
族
の

生
活
環
境
を
改
善
す
る
た
め
「
被
爆
者
擾
護
法
」

を
制
定
し
、
ま
た
、
再
び
核
兵
器
に
よ
る
惨
禍

を
繰
り
返
さ
な
い
た
め
「
非
核
三
原
則
」
を
立

法
化
す
る
よ
う
強
く
要
望
す
る
。

　
5
月
1
日
提
出
　
5
月
15
日
議
会
報
告

内
閣
総
理
。
厚
生
大
臣
あ
て

　
物
価
の
便
乗
値
上
げ
防
止
に
関
す
る
要
望
書

　
最
近
、
原
油
な
ど
海
外
産
原
材
料
の
高
騰
に

よ
り
、
公
共
料
金
を
は
じ
め
諸
物
価
の
疽
上
げ

が
相
次
ぎ
、
国
民
生
活
は
大
き
な
打
撃
を
受
け

て
い
る
。

　
こ
の
た
め
政
府
は
、
去
る
3
月
1
9
日
、
第
三

次
総
合
物
価
対
策
を
決
定
し
、
便
乗
値
上
げ
の

防
止
な
ど
当
面
の
物
価
対
策
を
打
ち
出
し
た
が
、

今
後
の
物
価
惜
勢
は
、
な
お
予
断
を
許
さ
ず
、

一
層
警
戒
す
べ
き
状
況
に
あ
る
。

　
よ
っ
て
政
府
は
、
全
力
を
注
い
で
物
価
安
定

に
努
め
る
と
と
も
に
、
不
当
な
便
乗
櫨
上
げ
を

防
止
す
る
た
め
、
価
格
動
向
の
調
査
・
監
視
な

ど
、
特
段
の
処
置
を
講
ず
る
よ
う
要
望
す
る
。

　
5
月
1
9
日
提
出
　
同
日
議
会
報
告

内
閣
総
理
。
通
産
大
臣
、
経
企
庁
長
官
あ
て

　
私
ど
も
は
、
去
る
5
月
19
日
の
本
会
議
で
、

議
長
・
副
議
長
に
就
任
い
た
し
ま
し
た
。

　
本
年
は
、
「
地
方
の
時
代
」
と
い
わ
れ
る
八
O

年
代
が
ス
タ
ー
ト
し
た
大
切
な
年
で
す
。
こ
の

よ
う
な
重
、
要
な
年
に
、
議
会
の
要
職
を
お
引
き

受
け
で
き
ま
し
た
こ
と
は
、
ま
こ
と
に
身
に
余

る
光
栄
と
感
謝
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

　
世
田
谷
区
は
今
、
生
き
生
き
と
し
た
人
間
の

息
吹
の
通
う
町
「
ヒ
ュ
ー
マ
ン
都
市
健
田
谷
」

の
実
現
を
め
ざ
し
て
、
堅
実
な
歩
み
を
続
け
て

い
ま
す
が
、
時
代
の
す
う
勢
と
と
も
に
多
様
化

す
る
区
民
の
み
な
さ
ん
の
ご
要
望
に
応
え
る
た

め
に
も
、
議
決
機
関
と
し
て
の
使
命
は
ま
す
ま

す
重
大
だ
と
痛
感
し
て
お
り
ま
す
。

　
私
ど
も
は
、
就
任
に
あ
た
っ
て
そ
の
璽
責
を

自
覚
し
、
議
員
全
員
と
力
を
合
わ
せ
、
ま
た
、

区
長
を
は
じ
め
と
す
る
執
行
機
関
と
も
協
力
し

な
が
ら
、
区
政
の
一
層
の
発
展
に
努
力
し
て
ま

い
る
所
存
で
す
。
な
に
と
ぞ
、
今
後
と
も
区
民

の
み
な
さ
ん
の
温
か
い
O
支
援
と
O
べ
ん
た
つ

を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
こ
こ
に
、
就
任
に
あ
た
り
ま
し
て
の
決
意
と

区
民
の
み
な
さ
ん
の
理
解
あ
る
こ
協
力
を
お
願

い
申
し
上
げ
ま
し
て
、
就
任
の
む
あ
い
さ
つ
と

い
た
し
ま
す
。

☆
撚
議
”

秋
田
貞
一
議
員
逝
去

　
秋
田
貞
一
議
員
（
公
明
）
は
、
5
月
2
2
日
、
脳

卒
中
の
た
め
急
逝
さ
れ
ま
し
た
。
大
阪
府
出
身
。

四
＋
一
歳
。

　
秋
田
議
員
は
、
昭
和
50
年
以
来
当
選
二
回
。
区

民
厚
生
・
区
民
衛
生
各
委
員
会
の
委
員
長
、
決
算

委
員
会
の
副
委
員
長
、
各
派
交
渉
委
員
な
ど
を
歴

任
。
ま
た
、
公
明
党
区
議
団
の
政
調
会
長
と
し
て

も
活
躍
さ
れ
ま
し
た
。

　
な
お
、
秋
田
議
員
の
逝
去
に
よ
り
、
区
議
会
の

会
派
構
成
は
次
の
よ
う
に
変
わ
り
ま
し
た
。
自
民

二
十
三
、
共
産
八
、
公
明
七
、
社
会
七
、
民
社
四
、

無
・
柱
民
ク
四
、
欠
員
二
。
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氏　　　名 郵便番号 所 電話番号

荒木義一 156 桜上水一丁目1－7－102 （302）7485

石井健太郎 157 砧五丁目15－23 （416）0920

石橋寛祐 156 桜三丁目9－2 （426）0447

内山武次 154 上馬四丁目27－11 （422）1940

大高定左右 154 上馬四丁目20－8 （414〉0622

小島光一朗 155 代田六丁目34－23 （468）1733

小山菊男 157 北鳥山几丁目3－30 （300）5732

宍戸鉄男 156 松原三丁目29－18 （325）0555

菅田昌宏 158 等々力三丁目6－9 （704）3808

大　千代子 154 駒沢四丁目15－20 （421）1383

高橋八重子 155 代沢三丁目25－4 （413）5871

土橋　　賀 154 太子堂二丁目7－8 （421）7198

内藤義雄 154 世田谷一丁目23－15 （426）5151

長崎孫七 158 玉川三丁目21－8 （709）5500

中村大吉 154 下馬一丁目33－2 （424）3217

浜中光揚 156 船橋四丁目28－15 （484）3314

原　　秀吉・ 158 上野毛一丁目25－8 （703）2506

原田正幸 158 奥沢三丁目12－7 （720）2576

平山八郎 157 祖師谷五丁目3－2 （482）5700

広島文武 155 代沢一丁目29－30 （411）3870

宮田玲人 156 羽根木二丁目5－23 （321）2171

山口　　昭 158 等々力二丁目19－12　0Kビル301 （704）5060

山沢修白

石原芳雄

154

158

桜新町一丁目14－20

　　　　　噌　　－　　　　　『

奥沢三丁目8－6

（429）5935

呂『『

（727）0468

笹尾　　淑 157 南鳥山二丁目8－1 1012 （308）2413

田中陸奥 154 弦巻一丁目20－17 （429）6704

内藤邦雄 157 千歳台二丁目12－24 （484）2772

中田史郎 154 新町二丁目32－5 （428）0828

三井勝雄 156 船橋五丁目17－7－108 （303）5834

森　　　寿 154 太子堂四丁目4－8 （411）9494

山崎治茂

大沢孝明

156

155

赤堤三丁目31－15

北沢二丁目40－9

（321）0597

（469）OOl5

甲斐円治郎 157 北鳥山一丁目52－10　　　　　　　　　　　（307）2188

久保田　望 154 太子堂四丁目30－16　　　　　　　　　（41！）2373

迫田参雄 156 桜二丁目18－32　　　　　　　　　　　　　　　　　　（420）5323

中塚　　護 158 R川四丁目18－3　　　　　　　　　　　　（709）1909

吉本保寿 157 大蔵三丁目4－25－5Q3　　　　　　　　（417）3862

和田　　勉

唐沢敏美

158

158

奥沢七丁目24－20　　　　　　　　　　（704）3395

・　灘灘難鑛灘
奥沢三丁目27－11 （727）2950

斉藤国男 154 池尻四丁目23－11 （413）5018
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便
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憤
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願

◇
非
核
三
原
則
の
立
法
化
要
請
と
被
爆
者
援
護
法

制
定
促
進
決
議
に
関
す
る
請
願

－
以
上
二
件
、
ー
ヘ
ー
ジ
の
要
望
雌
を
提
出
し
た
、
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す
る
請
願
（
粕
谷
地
区
）

◇
野
川
に
橋
渠
を
か
け
る
件
に
関
す
る
請
願
（
成

城
四
丁
目
地
域
）

1
以
上
の
二
件
に
は
、
「
願
意
に
沿
う
よ
う
努
力
さ

れ
た
い
」
と
の
意
見
が
つ
け
ら
れ
た
。

■
取
下
承
認
　
三
件

◇
調
布
学
園
第
六
期
建
築
計
画
に
関
す
る
請
願

（
束
丑
川
二
丁
目
2
0
）

◇
仮
称
千
歳
台
小
学
校
新
設
に
伴
う
学
区
域
変
更

に
関
す
る
陳
悟

◇
仮
称
千
歳
台
小
学
校
学
区
域
設
定
（
案
）
に
反

対
す
る
陳
情

新
た
に
付
託
さ
れ
た
も
の

■
区
民
衛
生
委
員
会
へ
付
託
　
［
件

○
区
民
施
設
設
置
に
関
す
る
請
願
（
匠
堤
地
区
）

■
厚
生
委
員
会
へ
付
託
　
二
件

○
国
民
健
康
保
険
に
傷
病
手
当
・
出
産
乎
当
の
実

施
を
求
め
る
請
願

O
在
日
韓
国
（
朝
鮮
）
入
の
国
民
年
金
適
用
に
関

す
る
請
願

ー
「
用
途
地
域
の
見
直
し
等
に
関
す
る
．
要
望
・
陳
情
」
等

は
、
こ
れ
を
審
議
す
る
「
世
田
谷
区
都
市
計
画
舞
5
で

検
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す
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、
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掲
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